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はじめに 
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経営理念 
地域の夢、お客様の夢をかなえる 
創造的なベストバンク 

設 立 1941年7月1日 

本 店 島根県松江市魚町10番地 

資 本 金 207億円 

従 業 員 数 1,980名 

預 金 等 4兆9,754億円 

貸 出 金 3兆6,914億円 

有 価 証 券 1兆9,800億円 

自己資本比率 11.64％ 

拠 点 数 国内本支店70、出張所79 
（うちブランチインブランチ方式33） 

国内事務所1（東京） 

海外事務所3（大連、上海、バンコク） 

そ の 他 全国で唯一2県の指定金融機関 

（2021年9月30日現在） 

2021年3月 中国地域の
金融機関で初めて国立公園
オフィシャルパートナーシップを
環境省と締結 

 山陰合同銀行のご紹介（単体） 



１．サステナビリティ宣言（2019年5月） 
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サステナビリティ宣言 

 地域経済の持続的な成長 
 豊かな地域社会の実現 
 持続可能な地域環境の実現 
 従業員の満足度向上 
 健全で透明性の高い経営体制の確立 

■
重
点
取
組
事
項
■ 

山陰合同銀行グループは、 
国連の定めた持続可能な開発目標（SDGs）の 
趣旨に賛同し、地域の課題解決に取り組むことで、 
持続可能な地域社会の実現を目指します。 



（APPPENDIX）今年度の取り組み・方針（中計） 
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（APPPENDIX）今年度の取り組み・方針（中計） 
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（APPPENDIX）今年度の取り組み・方針（関連プレスリリース） 
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「気候関連財務情報開示タスクフォース」        
                   提言への賛同表明 

「サステナビリティ宣言を踏まえた投資方針」の公表 「サステナブルファイナンスに係る長期目標」の設定 



１．サステナビリティレポート（2021年11月） 
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 地域金融機関として全国初となる 
    「サステナビリティレポート2021」を発行 



２．J-クレジットの取組開始（問題意識・経緯） 
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2009年9月に、鳥取県様よりオフセット・クレジット制度（J-VER）の
ご案内を受けました。 
当時、鳥取県は全国で2番目という早さでJ-VERを認証・取得され
ましたが、制度の認知が追いついていなかったこともあり、制度普及と販
売促進の相談を受け協働について検討を開始しました。 

ごうぎん希望の森 

（事務局：弊行） 

継続的に協働できる仕組みを検討するなかで 
「鳥取県J-VER地域コーディネーター」（当時の名称）という制度
が創設されました。（弊行は第一号認定） 

当行は2006年より、弊行役職員による「ごうぎん希望の森（森林
保全活動）」や「山陰ネットワーク会議（環境活動を実施する団体
のネットワーク）」の活動を行うなかで、森林保全への資金循環を促
す取り組みが必要であるという課題に直面しており、J-VER制度の有
効な活用に課題解決の糸口を見出しました。 

経緯 

問題意識 

アウトプット 



３．J-クレジットの活用促進（普及啓発）に向けた独自の活動 ～J-クレジット地域コーディネーター～ 
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J-クレジットに基づく森林への資金還流とカーボンオフセットによる 
森林資源の価値と企業価値の向上を同時に実現 

■林業（森林管理）への資金循環により 
   森林のCO2吸収量が増大 
 （気候変動対策へ） 
■森林保全へ関心の高い企業等とのネット 
   ワークが強化 

■カーボン・オフセットを通じた経営・営業 
  戦略等の差別化として利用促進 
■SDGs達成貢献、ESG経営の実践を 
  通じた企業価値の向上 

経済活動等による 
温室効果ガス 
排出削減量 

森林整備による 
温室効果ガス 
吸収増加量 

地域コーディネーター 

J-クレジットを
保有する 
地元関係 
団体等 

（地公体・組合・
民間企業） 

環境貢献 
意識の高い 
取引先企業・
団体等 参画拡大 参画拡大 

【取組概要】 

＜好循環の創出＞ 

令和元年度 地方創生に資する 
金融機関等の特徴的な取組事例 



４．コーディネーター制度創設にあたっての課題認識 ～地域金融機関の特徴を発揮する～ 
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現在では、鳥取県様に加え、鳥取県日南町様、兵庫県養父市様もJ-クレジットの販売促進方法の一つとして
『地域コーディネーター制度』を導入され、カーボンオフセットの取り組みを推進していらっしゃいます。 
また、弊行のお取引先の他自治体、民間事業者の皆様とも「ビジネスマッチング契約」を締結させていただき、 
同様の活動を行っています。 
※現在、プロジェクト登録（モニタリング後認証予定）の島根県飯南町とも同様の契約を締結予定。 

 J-クレジット制度普及のためには、3つの要素が必要だと考えました。 

面的 
拡大 

量的 
拡大 

持続性 
担保 



５．地公体等と連携した企業（購入者）サポート（１） 
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 「売買契約調印式」を開催してＰＲ！ 
   地元メディアへのプレスリリース等を通じて、 
   購入企業のパブリシティのサポートも実施。 

 販売先（地公体等）もWEBサイトや
SNSへの掲載によって、積極的に情報発
信を行っています。 

出所：鳥取県ＨＰより抜粋 

出所：日南町Facebookより抜粋 



５．地公体等と連携した企業（購入者）サポート（２） 
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 『とっとりの森を守る優良企業認定制度』 

 鳥取県では、鳥取県内のJ-クレジット（官民問わず）を
購入した企業に対して、鳥取県知事名での優良企業認
定証を贈呈する制度を追加的に創設。 

 これにより、鳥取県保有以外のJ-クレジットの販売促進
につながっています。 
 



５．地公体等と連携した企業（購入者）サポート（３）～SDGsに関するもの～ 
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＜鳥取県＞ 

出典：とっとりSDGsパートナー制度事務局（とっとり県民活動活性化センター）Webサイトより抜粋し作成 

（事務局WEBサイト）http://tottori-katsu.net/news/other/tottorisdgspartner2020/ 

 とっとりSDGsパートナー制度 Start！（2020年9月～） 

種別 登録数 

企業・団体 227 

個人 9 

合計 236 （2021年6月30日時点、KPIとしても設定） 

民間事業会社、教育機関（大学、高校、中学、
小学）、医療・福祉関連法人、NPO法人、任
意活動団体、金融機関、地元放送局、商工団
体、信用保証協会、法律事務所など多様なス
テークホルダーが参画中 

 鳥取県版「SDGs認証制度（仮称）」検討 

 「とっとりSDGs伝道師」制度の創設 

 先駆的な制度創設を目指し、金融機関や有識者との検討会を実施中 
 2022年度の制度運用開始を予定（制度設計委員として参画） 

 SDGs普及啓発の“核人財”を選定・任命し、SDGs研修会希望の企業・団体等
へ派遣する制度 

 当行行員も認定（8名）のうち地域金融機関職員として唯一認定 



６．J-クレジットの販売仲介活動の実績（累計） 
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※2021年度は11月末時点の実績 
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６．J-クレジットの販売仲介活動の実績（単年度） 
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※2021年度は11月末時点の実績 
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６．仲介実績の傾向（サマリー） 
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 取組当初は現在よりもさらに認知度も低く低調であったが、2014年度移行は徐々に増加。 
 特に、2018年度以降、増加基調へ転換。さらに、2021年度は仲介支援が急増（単年度：64先、

2,025t-CO2）しており、累計実績も6,320t-CO2に到達。 
 過去、2回仲介不調【谷】の時期があったが近年は行内の認知も向上し顧客への提案活動も（営業店

が）積極的に実施していることが近年の好調の要因。 
 過去最高水準を記録した2018年度、2019年度に比較して、昨年度、今年度は1先あたりの平均購

入数量は低下しているが、購入先数の増加は、J-クレジット活用の裾野の広がり、ESG経営の実践
（SDGsへの貢献）への期待が見受けられる。 



（APPENDIX）プロジェクト登録（2021年1月申請） 
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• 島根県飯南町は県中南部に位置し、町面積の約90％
が森林・原野。 

• 2018年より、Jークレジットに関して研修会や情報交換を
継続的に実施。 

• 2021年1月28日にプロジェクト登録申請、2021年3月
の認証委員会にて認証。 

• 計画では、2020年度～2027年度で3,624t-CO2

（累計）が認証される見通し。 

• 来年度の認証取得に向け、カーボン・オフセットの提案
（販売戦略）に向け、前倒しで協議していく予定。 
 

出所：J-クレジット制度運営事務局WEBサイト「登録・認証情報」より抜粋し作成 



（APPENDIX）第2次飯南町総合振興計画・後期基本計画／第2期飯南町総合戦略 
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• 基本施策 地球温暖化防止対策の推進 へ
明記され、さらなる推進に向けて施策を展開す
る方針を打ち出している。 



６．当行のＪ-クレジット販売仲介実績  産業分類（大分類）による購入先分析 

Copyright(c)2021 THE SAN-IN GODO BANK,LTD. ～Strictly Confidential～ 19 

 購入先（92先）を日本標準産業分類（大分類）で整理（重複あり） 
 建設業、製造業、卸売・小売業で全体の60％超 

数値：2021.3.31時点 



６．当行のＪ-クレジット販売仲介実績  産業分類（中分類）による購入先分析 
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 購入先（92先）を日本標準産業分類（中分類）で整理（重複あり） 
 中分類で整理すると、技術サービス業（建設系）が金属製品製造業とともに2番目の購入件数 
 その他、学校教育、放送業など業種を問わず環境貢献・気候変動対策として活用 

数値：2021.3.31時点 



６．当行のＪ-クレジット販売仲介実績  産業分類（大分類）による購入数量分析 
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 購入数量（t-CO2）を日本標準産業分類（大分類）で整理（重複あり） 
 件数同様、建設業がトップであるが、２位・３位は卸売・小売業、製造業で逆転 
 上記３業種で全体の70％超 

数値：2021.3.31時点 



６．当行のＪ-クレジット販売仲介実績  産業分類（中分類）による購入数量分析 
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 購入数量（t-CO2）を日本標準産業分類（中分類）で整理（重複あり） 
 総合工事業（建設業）が突出しているが、複数のJ-クレジット保有者からの購入や（同一保有者からの）      

複数回購入によって、オフセット活動の継続に取り組んでいる企業が多いことが購入数量に反映 

数値：2021.3.31時点 



６．当行のＪ-クレジット販売仲介実績  購入先企業・団体のJ-クレジット創出地との関係 
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 購入企業・団体等は、J-クレジット創出地（プロジェクトサイト）と同一県内であるケースが大半（89％） 
 弊行が「森林吸収系」の販売仲介を支援の中心としてきたことも要因 
 結果として、地域の森林への貢献・感謝、河川を経て流域全体への貢献として参画を希望されるケースが多数
（ストーリー性） 

一方で、県外企業等の購入理由は、環境保護へ
の貢献に加えて以下のような理由が挙げられます。 
 

・立地企業で地域への貢献 
・営業戦略としての購入 
・自社の法令報告等への活用  など 

数値：2021.3.31時点 



７．地域への波及効果 ～SDGsの視点から～ 
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 様々な業界・業種で取組が進むことによって、「気候変動対策」を軸とした重層的・多面的に地域の持続可能性を
高めることに貢献することができます。 

 カーボン・オフセット手法が創造的なアイデアによって多様化することで、当地における好事例を企業経営や地域経営
に活かすことが可能となり、地域全体としての持続性を向上させることにつながります。 



（ APPENDIX ）外部セミナー対応（1）・・・J-クレジット制度事務局 
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（APPENDIX ）外部セミナー対応（2）・・・環境省 
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（APPENDIX ）外部セミナー対応（3） 
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８．今後の展開・方針 
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 持続可能性への最大のリスクが、「気候変動」（プラネタリーバウンダリー） 
 環境（Ｅ）はSDGsウエディングケーキモデルから読み解いても、経済活動・社会生活の基盤であり、関係しない

（無視してもよい）ステークホルダーはいない分野です。 
 リスク緩和への具体的取組の第一歩として、『Ｊ-クレジット』は大企業だけでなく、むしろ中小企業にとって取り組み

易いＥＳＧ経営の取組であると言えます。 
 また、ＣＯＰ26でのパリ協定6条ルールブックの完成や第24回Ｊ-クレジット制度運営委員会での方法論追加・共

通属性の簡素化・経団連カーボンニュートラル行動計画への森林吸収系クレジットの追加など、炭素クレジットのよ
り柔軟な活用を後押ししている状況にあり、非化石証書などを含めた『環境価値』を『地域の付加価値』へつなげて
いく取り組みを主体的に行っていきたいと考えております。 
 

出典：ストックホルムレジリエンスセンター資料より作成 



８．J-クレジット活用の拡大とSDGs達成への貢献 
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J-クレジットを通じてSDGsを“ジブンゴト”化して、 

Leave No One Behind 

世界を変える一歩を踏み出す！！ 

さいごに 

引き続き、尽力してまいります。 



End of Presentation 
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 本資料は、本日の会議における弊行の取組紹介資料としてご用意させていただいたものです。 
 

 本資料作成に関しては、十分な注意を払っておりますが、内容の正確性・妥当性・適法性につき、弊行が保証するものではありません。
本資料に含まれる情報がもたらす一切の影響、本資料の内容に関する正確性・妥当性・適法性につきましては、貴職においてご確認・
ご判断いただきますようお願い申し上げます。 
 

 また、本資料における記述は、金融商品取引法において金融商品取引業として規定されている一切の業務について、弊行が勧誘を意
図したものではありません。 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 
株式会社山陰合同銀行 地域振興部 地域振興グループ 
山陰創生推進プロジェクトチーム 事務局 
担当：井上 光悦（Mitsunobu Inoue） 
    SDGsビジネスコンサルタント（一社）SDGs支援機構認定 

    “SDGs de 地方創生”公認ファシリテーター 
    “SDGs Outside-in”公認ファシリテーター 
    とっとりSDGs伝道師（鳥取県知事認定） 

TEL：0852-55-1821    E-mail：inouemi@gogin.co.jp  

ご清聴ありがとうございました。 


